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会長あいさつ２

校長あいさつ:

議題

（１）会則の改正

（２）平成25年度玉翠会事業報告

（３）平成25年度玉翠会会計等収支決算報告

（４）監査報告

（５）役員改選

（６）平成26年度玉翠会事業計画（案）審議

（７）平成26年度玉翠会会計等収支予算（案）審議

（８）創立120周年記念事業報告

４

事務局より

（１）先輩講演会

（２）玉翠会報の

５

先輩講演会・玉翠グローバルアカデミーについて

玉翠会報の発行・会饗納入について

閉会のあいさつ５

閉会のことば７
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玉翠 則

第１章総則

本会は香川県立高松高騨学校玉翠会と称する。

本会は会員相互の連絡と親睦を図り、母校の発展をﾘﾘ'するを目的とする。

本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

１．会員名簿・会誌の発行

２．会員の慶弔

３．講演会その他適当と認めるＩ１Ｆ業

本会は本部を高松高等学校内に撞き、支部は各地の会員の希望により二れを設けるこ

とができる。

本会則の変更は、代議員会の決誠による。

条
条
条

１
２
３

鋪
蛎
第

第４条

第５条

第２章会員

本会員を分けて、迦術会員と特別会員とする。

通常会員は、高松`１J学校、iWi松闘等女学校・旧高松高等学校・佃満松女子高等学校・

闘松高等学校の、卒業生及び準卒業生をもってあてる。

前条の学校の職員であった者及び現に職員である者を推して、本会特別会員とする

本会通常会員は入会の際入会金を納め、毎年会費を納めるものとする。

条
条
６
７

第
第

条
条
８
９

第
第

第３章代議貝

代議員は、各卒業年度の通常会員から、男女各々２名を互選する。

代議員は、同期生の消息・住所の調査報告を行い、代議員会をM1i成して識案を審議し、

これを議決する。

第10条

第１］条

第４章役員

第１２条本会に次の役員を画く。

１．会長１名

２．副会長５名

３．理事４０名以上

４．監事３名

木会に理事会の識を経て、名答会長、顧問を置くことができる。

第１３条会長及び副会長は、理事の互選による。

理事及び監事は、代議員会において選出する。

鰯１４条会長は本会を代表し、会務を総括する。

副会長は会長を補佐し、会長に｡IF故あるときは、会長の任務を代行する。

理事は理事会を構成し、会務を処理する。

慌事は会計を監査する。

顧問は会議に出席し、意見を述べることが出来る。
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第１５条役員の任期は２ヶ年とする。但し菰柾を妨げない。

第５章会識

第１６条理1F会は会長が適宜招集し、次の４１F項を処理する。

１．総会及び代議員会の決議事項

２．同窓会名簿・会誌の編集発行

３．会計事務

４．職制その他会務執行に関する規定の作成

５．その他本会の運営に必要なる本項

第１７条代議員会は、会長の招集により毎年一回|)il催し、次の41Ｆ項を辮雛決定する。但し必要

ある場合には、会長は臨時にこれを開くことができる。

１．会務報告及び事業計画の承認立案

２．予算決算の審議

３．理事監事の選任

４．会則の変更

５．総会において委任せられた事項

６．その他本会のj運営に必要なる事項

第１８条総会は会長の招集により開催することができる。

総会においては、次の行乖を行う。

Ｌ会務及び会計の報告

２．会員の親睦を図る行李

３．その他本会の運営に必要なる｡ＩＦ項の辮識決定

第１９条理事会代議員会並びに総会においては会長がその雛長となり、出席者の過半数の同意

を得て議案を決定する。可否同数のときは、議長の裁決による。

第６章会計

本会の会計は、通常会員の入会金及び会費並びに特別寄付金による。

本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月末日に終る。

第２０条

第２１条

第７章支部

支部の規約は各支部において適宜定めるものとする。

支部の代表者は本部の理事たる資格を有し本部支部間の辿挑を密にする。

条
条
２
３

２
２

第
第

付則

この会則の改正は、平成25年５月２５日から施行する。

２
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則（改正案）

〈二〈三

玉翠

第１章総則

本会は香川県立高松,11i等学校王翠会と称する。

本会は会員相互の連絡と親|嘘を図り、母校の発展を鄭吋-るを目的とする。

本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

１．会員名簿・会誌の発行

２．会員の慶弔

３．講演会その他適当と認める]１７業

本会は本部を高松高等学校内に置き、支部は各地の会員の希望によりこれを設けるこ

とができる。

本会則の変更は、代議、会の決議による。

条
条
灸

Ｉ
２
３

第
第
第

第４条

筋５条

第２章会且

本会員を分けて、通常会員と特別会員とする。

通常会員は、高松中学校、高松高等女学校.１日高松高等学校・旧高松女子高等学.佼‘

高松高等学校の、卒業生及び準卒業生をもってあてる。

前条の学校の職員であった者及び現に職員である者を推して、本会特別会員とする

本会通常会員は入会の際入会金を納め、毎年会費を納めるものとする。

条
条

６
７

節
第

条
条

８
９

第
第

第３索代議負

代議員は、各卒業年度の通附会員から、男女各々２名を互選する。

代議員は、同期生の消堪､・住所の調査報告を行い、代識風会を機成して議案を審議し、

これを議決する。

第１０条

第ｕ条

第４章役員

第１２条本会に次の役員を厩く゜

１．会長１名

２副会長一言一台＝鴎璽
３．理事４０鍋以上

４．監事３端

本会に理事会の識を経て、名誉会長、顧問を置くことができる。

第１３条会長及び副会長は、理事の互選による。

理事及び監事は、代議員会において選出する。

第１４条会長は本会を代表し、会務を総括する。

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の任務を代行する。

理事は理事会を榊成し、会務を処理する。

監事は会計を監査する。

顧問は会議に出席し、；蔵)Lを述べることが出来る。
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第１５条役員の任期は２ヶ年とする。但し重任を妨げない。

第５章会議

第１６条理聯会は会長が適宜招集し、次の事項を処理する。

１．総会及び代議員会の決議事項

２．同窓会鍋簿・会誌の編集発行

３．会計率務

４．職制その他会務執行に関する規定の作成

５．その他本会の運営に必要なる事項

第１７条代議員会は、会長の招集により毎年一回開催し、次の事項を審議決定する。但し必要

ある場合には、会長は臨時にこれを開くことができる。

１．会務報告及び事業計画の承認立案

２．予算決筑の審議

３．理事監事の選任

４．会則の変更

５．総会において委任せられた事項

６．その他本会の運営に必要なる事項

第１８条総会は会長の招集により開催することができる。

総会においては、次の行事を行う。

１．会務及び会計の報告

２．会員の親睦を図る行事

３．その他本会の運営に必要なる事項の審議決定

第１９条理事会代議員会並びに総会においては会長がその議長となり、出席者の過半数の同意

を得て議案を決定する。可否同数のときは、議長の裁決による。

第６章会計

本会の会計は、通常会員の入会金及び会費並びに特別寄付金による。

本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月末日に終る。

第20条

第２１条

第７章支部

支部の規約は各支部において適宜定めるものとする。

支部の代表者は本部の理事たる資格を有し本部支部間の連携を密にする。

第22条

第２３条

付則

この会則の改正は、ＴｊｊＱ二．ｆＦＤ月軍=同ﾖから施行する。
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香川県立高松高等学校創立１００周年記念玉翠会教育基金運用規程

（趣旨）

第１条この規程は、香川県立高松高等学校創立１ｏ０周年記念行事の一環として設置さ

れた香川県立高松高等学校創立１００周年記念玉翠会教育基金（以下「基金」という｡）

の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的及び事業）

第２条基金は、香川県立高松高等学校（全日制、定時制及び通信制の各課程をいう。以

下「本校」という｡）における教育活動を広く援助することを目的とし、次に掲げる活

動等に対して金銭を給付する事業を行う。

（１）本校生徒の教育的に有意義な諸活動

（２）本校教職員の教育的に有意義な諸活動

（３）本校施設・設備の充実に関する諸事業

(4)その他本校の教育的諸計画の実施に関する事項

（事業年度）

第３条基金の事業年度は､毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。

（運営委員会等）

第４条基金の事業を適切に実施するため創立１００周年記念玉翠会教育基金運営委員会

（以下「運営委員会」という｡）を置く。

２運営委員会は、委員長、副委員長及び委員若干名で組織する。

３委員長は、香川県立高松高等学校玉翠会会長をもって充てる。

４副委員長は、香川県立高松高等学校ＰＴＡ会長及び香川県立高松高等学校長をもって

充てる。

５委員は、香川県立高松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校ＰＴＡ及び香ﾉI|県立高

松商等学校教職員を代表する者それぞれ若干名をもって構成する。

６基金の業務を監査するため、監事若干名を置くものとし、香川県立高松高等学校玉翠

会監事をもって充てる。

５



（委員長等の職務）

第５条委員長は、運営委員会を代表し同委員会の事務を総括する。

２副委員長は、委員長を補佐する。

３監事は基金の監査をつかさどる。

（運営委員会の権能）

第６条次に掲げる事項は、運営委員会の識を経なければならない．

（１）この規程の改正に関する事項

（２）毎事業年度の事業計画及び予算並びに決算に関する事項

（３）重要な基金の処分に関する事項

（４）その他基金の運用に関し重要と認められる事項

２運営委員会は、毎年１回、基金の事業計画及び予算並びに決算について、香川県立高

松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校ＰＴＡに報告しなければならない。

（事務局）

第７条事務局を本校に置く。

（委任）

第８条この規程に定めるもののほか、基金の運用に関し必要な事項は、運営委員会の蟻

を経て、委員長が定める。

附則

この規程は、平成６年６月２５日から施行し、同年４月１日から適用する。

６



香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金蓮用規程

（趣旨）

第１条この規程はく香川県立高松高等学校野球部甲子園出場後援会事業の一環として設

置された香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金（以下、「基金」という｡）の運

用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目的及び事業）

第２条基金は、香川県立高松高等学校（全日制、定時制及び通信制の各課程をいう。以

下「本校」という.）における教育活動を広く援助することを目的とし、次に掲げる事業

等に対して金銭を給付する事業を行う。

（１）本校部活動の振興に関する諸事業

（２）本校生徒・教職員の教育的に有意義な諸事業

（３）本校施設設備の充実に関する諸事業

（４）その他本校の教育的諸計画の実施に関する事項

（事業年度）

第３条基金の事業年度は､毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。

（運営委員会等）

第４条基金の事業を適切に実施するため香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金

運営委員会（以下「運営委員会」という｡）を置く。

２運営委員会は、委員長、副委員長及び委員若干名で組織する。

３委員長は、香川県立高松高等学校玉翠会会長をもって充てる。

４副委員長は、香川県立高松高等学校ＰＩＡ会長及び香川県立高松高等学校校長をもって

充てる。

５委員は、香川県立高松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校PmA及び香川県立高松

商等学校教職員を代表する者それぞれ若干名をもって構成する。

６基金の業務を監査するため、監事若干名を置くものとし、香川県立高松高等学校玉翠

会監事をもって充てる。
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（委員長等の職務）

第５条委員長は、運営委員会を代表し同委員会の事務を総括する。

２副委員長は、委員長を補佐する。

３監事は、基金の監査をつかさどる。

（運営委員会の権能）

第６条次に掲げる事項は、運営委員会の畿を経なければならない。

（１）この規程の改正に関する事項

（２）事業計画及び予算並びに決算に関する事項

（３）重要な基金の処分に関する事項

（４）その他基金の運用に関し重要と認められる事項

２運営委員会は、毎年１回、基金の事業計画及び予算並びに決算について、香川県立高

松高等学校玉翠会、香川県立高松高等学校Ｐ、に報告しなければならない。

（事務局）

第７条事務局を本校に置く。

（委任）

第８条この規程に定めるもののほか、基金の運用に関し必要な事項は、運営委員会の議

を経て、委員長が定める。

附則

この規程は、平成１７年６月１１日から施行する。

８



鏑平成２６年度玉翠会役員
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副 長

氏一雨雨一脇一蝋艫

名
一
實 |役員||卒業年｜氏名｜

|顧問||Ｈ８７１岡野美代子｜
｜〃’昭251大西大介’

東京玉翠会麺
型
哩

回
⑲
姐
昭

卒年

会長渡辺修３４

副会長三崎屋義正３４
〃高田トシ子３８

〃小島豊子４３
事務局洲崎正弘’５０

４９回形見重男
昭１９脇和子

ＬＬｐ牟機明
厚｣Ｌ１ｋｐ間島賢治
~lL5ﾑｐ,佐藤哲也
〃５８加藤宏一郎
〃３８常谷忠克

高中部会 lib翠部会 関西玉翠会

役員卒業、氏名

理事４５丸山，修

〃４６加藤達雄
〃４８岩部隆
〃５０菰渕昭
〃５１大竹哲也
〃５１三宅洋三
〃５３井口裕夫
〃５４久米房之助

役員卒業年氏名

監事昭2１安達恵美子
理、事〃１７高木敬子
〃〃２０喜岡美知子
〃〃２１谷木文子
ノノ〃２４犬久保和子

会長樋口順一３４

副会長岡健３９
"雌｡ＩＦ務ﾊﾟｳ田島朋子４９

願問藤井義弘１８
〃島田清'瞳２６

岡山玉翠会

会長河野一郎３４

副会長坪金諄子３０
ノノ・仁木壮４６

事務局多田讓治４４
〃片山美穂４４

名誉会長辻孝夫３０
名誉会長太田武夫３２
願問山下一盛３０

高高部会

役員卒業年氏名役員卒業年氏名

監事昭２５前田道正理事昭４３中村谷年威
ノノノノ４１中村．秀明〃ノノ４４大'１１賀久
理事ノノ２５佐藤嘉子〃ノノ４５に．博史
〃ノノ２６太田英章〃ノノ４６ハ島英夫
ノノノノ２７今澤障子〃ノノrユワ天雲，俊夫
ノノノノ２８大塚裕康〃ノノ４８土居譲治
ノノ〃２９藤本稔ノノノノ４９石田謙･作
ノノノノ３０前谷亮三〃ノノ５０中村谷百則
〃ノノ３l白井袷ノノ〃５３灘波博司
ノノノノ３２合田武〃ノノ５４石川千晶
〃ノノ３３谷森勉ノノ〃５５亀丼正好

ノノノノ３４石原英輝ノノ〃５６／|、早川龍司
ノノノノ３４真鍋武紀ノノ〃５７井本康裕
ノノ〃３５・豊田章二ノノ〃５８森下聖史
ノノノノ３６徳永孝明〃〃５９稲、耕一
ノノ〃３７小川和彦ノノノノ６０下地崇弘
〃ノノ３８森田紘一〃ノノ６１楠瀬正司

ノノノノ３９吉岡哲朗〃ノノ４１森川輝男
ノノノノ３９村.丼恵子〃〃４３野網省平
ノノノノ４０中山隆司ノノ〃４４中村・章夫
ノノノノ<、）松山千恵子ノノ平５川東孝俊
〃〃４２明石陽子

徳島玉翠会

会長長尾哲見１４４１

副会長中村芳正’421
〃牛川務’431
〃香川典子’４７

〃』鰹|｢務局寺嶋吉保’481
名誉会長渡邊謙’３３１
願問渡辺’恒明２８’
〃渡邊恵子’341

事務局邊見千香’４９１

東海玉翠会

会長｜入倉憲二４４
副会長｜大山貞雄２５

〃｜山田久雄’２９
〃｜浅野道子’３０

事務局｜菅野正朗ｉ５Ｏ

lＣ

役員 卒業回･年 氏名

会長 ←Ｕ筒ｆＬｚと {具l±し－頁

副会長 回 形員重男

1９ 脇和子
￣

一心

牢機明

且

4kiリ 間島賢治
-5ﾑＰ 件藤号Ｉ五.lｈ

5８ 加藤宏一郎
3８ 常谷忠克

役員 卒業年 氏名

i繭問 昭７ 岡野美代子
ﾉノ ,餡3５ 大西大介

会長 渡辺修 3４

富11今４幕 三崎屋義正 3４

ﾉノ 高田トシ子 3８

ﾉノ /|、鳥豊･子 4３

事務局 洲崎正弘 5０

役昌 卒業回 氏名

理事 4５ 丸山,修
4６ 加藤達雄
4８ 岩部隆
5０ 菰渕昭

5１ 大竹哲也
5１ ＝日三ｊ２Ｅ＝

5３ 井口裕夫
5ｲ1 久米房之助

役員 卒業年 氏娼

監事 昭2１ 安達恵美子
理、事 ノノ１７ 高木敬子

〃 〃２０ 喜岡美知子
ﾉノ ﾉﾉ２１ 谷本文子
ﾉノ ﾉﾉ２４ 大久保和子

会長 樋口１１値一 3４

副会長 岡健 3９

ﾉﾉ碑ＩＦ瀞ﾉiｄ 田島朋子 4９

顧問 藤井義弘 1８

ﾉノ 島田精 2６

会長 河野一郎 3４

副会長 坪金諄子 3０

ﾉノ 廓仁木壮 4６

事．ｊ秀ﾉ可 多田讓7台 4４

ﾉノ 片山美穂 4４

名誉会長 辻孝夫 3０

毛誉会長 太田武夫 3２

顧問 山下一盛 3０

役員

監丘筆.

卒業年

n首Ｚｂ

氏名

月I｣l土ｌ〕亘｣'二

ﾉノ ﾉﾉ４１ に'.村・秀明
理 事 ﾉﾉ２５ 佐藤嘉子

ﾉﾉ２６ 太田英章

ﾉﾉ２７ 今澤障子
ﾉﾉ２８ 大塚裕康

ﾉﾉ２９ 藤本稔
ﾉﾉ３０ 前谷亮三
ﾉﾉ３１ 白井袷
ﾉﾉ３２ 合田武

ﾉﾉ３３ 谷森勉
ﾉﾉ３４ 石原英輝
ﾉﾉ３４ 真鍋武紀
〃３５ ･豊田章二
ﾉﾉ３６ 徳永孝明

ﾉﾉ３７ 小)|｜和彦
ﾉﾉ３８ 森田紘一

ﾉﾉ３９ 害NTWオi丘期

ﾉﾉ３９ 村･丼惠子

ノル10 中山隆司
ﾉﾉＱＤ 松山千恵子

ﾉノ ﾉﾉ４２ 明石陽子

役員

理事

卒業年

昭4３

氏名

中村谷年威

ﾉﾉ４４ 太'１１賀久
ﾉﾉ４５ 中１専史
ﾉﾉ４６ 小島英夫

ﾉﾉrﾕワ 天雲，俊夫
ﾉﾉ４８ -1-属議;治

ﾉﾉ４９ 石田謙･作
ﾉﾉ５０ にﾄﾞ】村谷百則

ﾉﾉ５３ 灘波博司
ﾉﾉ５４ 石川千晶
〃５５ 亀井正好
ﾉﾉ５６ 小早川龍司
ﾉﾉ５７ 井本康裕
〃５８ 森下聖廟

〃５９ 稲、耕一
ﾉﾉ６０ 下地崇弘

ﾉﾉ６１ 楠瀬正司
ﾉﾉ４１ 森川輝男
ﾉﾉ４３ 野網省平
ﾉﾉ４４ 中村‐章夫

平５ 川東孝俊

会長 -尾尾ｵﾕﾃ肩 4４

富11蛍:=-房 中村芳正 4２

ﾉノ 牛川務 4３

ﾉノ 香川典子 4７

'ﾉﾙｽﾞﾕ|｢務ﾉ勘 寺嶋吉保 4８

名誉会長 渡邊誰 3３

i顕問 渡辺’恒明 2８

ﾉノ 渡邊恵子 3４

事務局 鍔:扇干看： 4９

会長 入倉憲二 4４

富１１=舎営-尾 大山貞加［ 2５

ﾉノ 山田久雄 2９

ﾉノ 浅野道子 3０

事務局 菅野正朗 5０



平成２５年度玉翠会役員

東京玉翠会

関西玉翠会

岡山玉翠会

麺巫四 囲亟亟四画 四画四四画 亟函函Ⅷ４４４
匹

二二四』二二 二二 四二｝ lllliIi
徳島玉翠会

東海玉翠会

■Ⅵ廃=麺■万;訶回ヨ

卍:聖＝悪=鴎

９

晩翠部会高中部会

高富都会

役

二
夷 対ｒ剴晧ｲエ ﾖｅ‘ ア

。．

願
』Ｌ
ロ． }召７ 岡！ チ美‘ や子

役員 卒業回･年 氏名
△

。国 長 昭3５ Ｌ四ノ、ソＩ

会長
Ⅱ

49回

昭1９
￣１
舟和子

ﾉノ ﾉﾉ４２ 封 千 賞
〃 〃ｂｕ ロ IiI ｉ宏一 目 ］

ﾉノ ﾉﾉ３８ 擁‘忠克

△
＝ 長 渡辺修 3４

一
団 会長 三崎屋義正 3４

〃 iｌ 5田トシ子 3８

ﾉノ

〃
〃
｜
、

､島豊子 4３

事務局 ； H崎正弘 5０

会長 樋口順一 3４

副会長 岡健 3９

ﾉﾉ肢事務局

圧
一 島朋子 4９

願 淵 脳【井義弘 1８

〃 息 田清隆 2６

会長 可野一目 ］ 3４

副会長 平金諄二

Ｐ
一

3０

ﾉノ 二木壯 4６

事務局 ;田譲治 4４

ﾉノ ｢山美穂 4４

名誉会長 =孝夫 3０

名誉会長 太田武夫 3２

顧問 山下一盛 3０

会長 長尾哲見 4４

副会長 に ｺホ ・芳正 4２

ﾉノ
’

■■■

二)’ 務 4３

ﾉノ イ 訂１ 典子 4７

ﾉﾉ鮫事務局

二
「 F雌 吉保 4８

名誉会
局
￣●

､･ 是１渡遡！謙 3３

願

訓
口

Ｉ渡iＺ 恒Iリ 2８

ﾉノ 渡遡 ｌ恵子 3４

△
＝’長 入倉憲二 4４

畠Ｉ 会長’ =kPlI 貞雄 2５

ノノＩ lIFF 久雄 2９

ﾉノ 浅匿 ，道子 3０

事務局 菅壁；正副 5０

役員 zｉ且業年 氏名

畳豆号斗 沼2１ 安達恵美子

理事 ﾉﾉ１７ 高木敬子
〃 ﾉﾉ２０ 喜岡美知子
〃 ﾉﾘ２１ 谷本文子
ﾉノ ﾉﾉ２４ 大久‘ 呆和子

役員 卒業 団 氏名

力里与卜 4ｂｌ丸山 修
〃 4６１刀ﾛ勝追薑雄
ﾉノ ４８１：岩部 窪
〃 4９１畠山Ｉ6史
〃 5０ 菰渕Ｈ｛
ﾉノ 5１ 大竹哲 且
ﾉノ 5１ 三宅洋三
ﾉノ 5３ 井口裕夫
ﾉノ 5４ 久米房之助

役員

理事
〃

ﾉノ

ﾉノ

〃

ﾉノ

〃

〃

ﾉノ

〃

ﾉノ

ﾉノ

〃

〃

〃

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

〃

〃

記ｒ当B:?』工自

昭4３ ［

〃４４ ノ

ﾉﾉ４５ ［

ﾉﾉ４６ ノ

ﾉﾉ４７ ｉ
ﾉﾉ４８

ﾉﾉ４９

〃５０

ﾉﾘ５３

ﾉﾉ５４

〃５４

〃５５

ﾉﾉ５６

ﾉﾉ５７

ﾉﾉ５８

ﾉﾉ５９

ﾉﾉ６０

ﾉﾉ６１

ﾉﾉ４１

''４３

ﾉﾉ４４

平５

氏名

［ ． 付谷年戒

ノノ Ｌ 日賀久
［．博史
ノ ､島英夫

ｉ､島賢治

土居譲治

石田謙作

中村谷百則

灘波 専司

石)lｌ千晶
E藤哲也

説キ正好辿
一
． ﾕﾉ|｜龍司

プ |ﾆス又康裕

Ｒ 寺聖申

§田耕一

寺地崇弘
i瀬正司
鳫川輝男

ｆ網省平
.村章夫

） |東孝俊

役員

藍事

ﾉノ

理事

卒業年

昭2５

１４１

'２５

'２６

'２７

'２８

'２９

'３０

ｌ３１

'３２

｢３３

Ｉ３４

1３４

Ｉ３５

'３６

1３７

'３８

１３９

１３９ ７’
'４０

「

1４１ Ｚ

'４２

旧
・

氏名

比Ｉェ旦止

.村秀明

一
■ 詮」烏=「

にl土Ｉ央三言

今澤 瞳子

大塚裕康

藤； 息稔
凹一

i1１ ：亮三

ﾖ； 二拾
△、’
。ｉ ｜武

谷森勉

日原英輝

薑鍋武紀

豊田章二
忍氷三Ｆ

FIF
’

j､川和彦

森田紘一
吉岡宅 明

７’ 丁井鳫 )子
「

.山！ '司
ＺE槽Ｉ ｢

旧
・ Ｆ１石 場子



平成２５年度玉翠会事業報告

事業名 会場曜IＥ 百
一

玉翠会会長･副会長会 校長室眉

属
、 １８

火水 会計監査 ５階会議室反
nｺ 14,15

東海玉翠会第５回総会 名鉄グランドホテル十１侭

【
⑥

玉翠会理事会 １階会議室

玉翠会代議員会士 玉翠ホール２５
'内

、

玉翠会・ＰＴＡ合同懇親会 ﾘｰｶﾞﾎﾃﾙｾﾞスト高松

木 玉翠会報第３４号発行５ ２０

玉翠会教育基金運営委員会 校長室水６ ２６

鮪…201劃…総会鐇豊汀ﾎﾃﾙグランドパレス徳島３０

■
、
’８

東京玉翠会総会-ｔ ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌ゛ﾘﾝｽﾎﾃﾙ新高輪日７

第１回玉翠グローバルアカデミー(GGA）
●

厚生労働轍医師田中桜氏(H5卒）

玉翠ホール月８７

創立１２０周年記念祝賀会 ＪＲﾎﾃﾙﾙﾒﾝﾄ高松十９ ７

高松高校文化祭９ ７．F 士・僧

岡山玉翠会総会 アークホテル岡山６ 目
一10

太閤園関西玉翠会総会士１０ ２６

体育館先輩講演会（第２回GGA）
元ＮＨＫｱﾅｳﾝｻｰ松本一路氏Ql卒）

火２９１０

玉翠会会長･副会長会 校長室腸２ ２４

体育館今 卒業式§ ７

120周年記念事業実行委員会

120周年記念事業校内実行委員会

1１

月 日 曜 事業名 会場

５ １３ 月 玉翠会会長･副会長会 校長室

５ 14,15 火水 会計監査 5階会議室

５ １８ 土 東海玉翠会第５回総会 名鉄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ

５ ２５ 土

玉翠会理事会

玉翠会代議員会

玉翠会・ＰＴＡ合同懇親会

1階会議室

玉翠ホール

ﾘｰｶﾞﾎﾃﾙｾﾞスト高松

６ ２０ 木 玉翠会報第３４号発行

６ ２６ 水 玉翠会教育基金運営委員会 校長室

６ ３０ 日 徳島玉翠会２０周年記念総会
(｡○万円

塗疾'２冑 汀ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ徳島
７ ６ ± 東京玉翠会総会 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌ゛ﾘﾝｽ71《ﾃﾙ新高輪

７ ８ 月 第１回玉翠グローバルアカデミー(GGA）

厚生労働省医師田中桜氏(H5卒）
玉翠ホール

９ ７ 士 創立１２０周年記念祝賀会 ＪＲﾎﾃﾙｸﾚﾒﾝﾄ高松

９ ７．８ 土・'ヨ 文化祭 高松高校

１０ ６ 日 岡山玉翠会総会 アークホテル岡山

１０ ２６ 士 関西玉翠会総会 太閤園

１０ ２９ 火 先輩講演会（第２回GGA）
元ＮＨＫｱﾅｳﾝｻｰ；松本一路氏(41卒）

体育館

２ ２４ 月 玉翠会会長･副会長会 校長室

３ ７ 金 卒業式 体育館



平成２５年度玉翠会会計収支決算書

(僧 平成２５年４月１日至平成２６年３月３１日）

収入14,087,869円

支出11,510,531円

収支差額2,577,338円

Ｌ
２
３

１収入の部 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額謎科目 比較増減 滴 要

全日制在校生600円×877名

玉翠会入会金 ▲１０，６００974,400 963,800］
卒業生（全日278定６通51）
1,000円Ｘ278名2,800円×57名

１日職員 111,000

高中 323,ＯＯＣ
玉翠会会費 ▲1,351,100

【
２

9,500｣000 ａ148,900
晩翠 6６１，０００

高高 7,053,90Ｃ

名簿製作会計
からの繰入収入

８ 4,760,840 4,761,342 Bｍ８

利，息３，３４６
名簿販売他137,413
退職積立金戻入７３，０６８

雑収入４ 2,363 213,827 211,464

２５年度
収入合計 ▲１，１５０，２３６15,237,603 14,087,869

前年度繰越金５ 1３，８６５，３９７ 13,865,397 、

合 計 ▲１，１４９，７３４2９，１０３，０００ 27,953j２６６

財産目録

３月３１日現在

百十四銀行

百十四銀行

百十四銀行

平成２６年

普通預金

定期預金

退職積立金定期預金

6,442,735円

10,000,000円

０円

1２

謎科目
平成 平成２５年度

決算額
比較増減 摘要

玉翠会入会金 974’４００ 963,800 ▲１０，６００

全日制在校生600円×877名

卒業生（全日278定６通51）
1,000円×278名2,800円×57名

２ 玉翠会会費 9,500J000 8,148,900 ▲1,351,100

１日職員111,000

高中323,000

晩翠661,000

尚同 7,053,900

３
名簿製作会計
からの繰入収入

4,760,840 4,761,342 ５０２

４ 雑収入 2,363 213,827 211,464

利息3,346
名簿販売他137,413
退職積立金戻入73,068

２５年度
収入合計 15,237,603 14,087’８６９ ▲１，１５０，２３６

５ 前年度繰越金 13,865,397 13,865,397

合計 29,103,000 27,953’２６６ ▲1,149,734



(単位円）２支出の部

1３

費目
平成２５年度

予算額

平成２５年度

決算額
比較増減 摘要

１本部運営費 7,700,000 7,309,801 ▲390.199

(1)玉翠会運営費 1,400,000 1,156,793 ▲243,207

郵便振替611,280

会議費175,095
印刷代45,150

郵送料等109,488
事務用品36,956
情報処理関係13,628
雑費73,036
行政財産使用料92,160

(2)慶弔費 600,000 463,000 ▲137,000
香典等２８３

転退職記念品料180

000

000

(3)玉翠会報発行費 4,000,000 3,959,969 ▲40,031

印刷代652,050
振込用紙等印刷1,248,824
送料2,058,255
振込手数料８４０

(4)職員給与 1,700,000 1,730,039 30,039 超過勤務手当130,039

２支部運営費 1,250,000 1,128,920 ▲121,080

(1)支部総会お祝 450,000 450,000 ０
東京関西岡山徳島
東海

(2)支部総会旅費 800,000 678,920 ▲121,080
東京関西岡山徳島
東海

３卒業生記念品料 120,000 110,544 ▲９，４５６
玉翠会のしおり54,600
卒業証書入れ丸筒55,944

４学校助成金 1,800,000 1,799,573 ▲４２７

５備品等充実費 500,000 401,400 ▲９８，６００

ネットワークシステムメンテ

ナンス費用113,400
ホームページ改修99,000
支払システム組込費189,000

６教育基金へ繰入 0 0 ０

７退職積立金 ０ 0 ０

８１２０周年記念事業
準備金

4,200,000 760,293 ▲3,439,707

９子備費 500,000 ０ ▲500,000

２５年度支出合計 16,070,000 11,510,531 ▲4,559,469

１０次年度繰越金 13,033,000 16,442,735 3,409,735

合計 29,103,000 27,953,266 ▲１，１４９，７３４



平成２５年度玉翠会学校助成金収支決算書

(目平成２５年４月１日至平成２６年３月３１日）

１収入の部 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額奨科眉 比較増減 摘要

助成金 ▲４２７1,800,000 1,799,573

預金利息 ▲３６ ６

前年度繰越金 9４ 9４ 、

合計 １，８００，１０Ｃ 1,799,67Ｃ ▲４３０

２支出の部 (単位円）

平成２５度
予算額

平成２５年度
決算額

費信 比較増減 摘要

助成金 1,800,000 1,799,670 ▲３３０

玉翠ホール
音響システム

1,300,000 1,260,000 ▲４０，０００

美術品輸送饗 350,000 397,500 4７．５００

体育館鍛帳
設備保守点検

▲７，８３０ 隔年150,000 142,17Ｃ

雑秘 ０ 、 ０

次年度繰越金 ▲１００1００ Ｕ

合計 1,800,100 1,799,670 ▲４３０

財産目録

平成２６年３月３１日現在

普通預金百十四銀行 0188

1４

蕊科目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 摘要

助成金 1,800,000 1,799,573 ▲４２７

預金利息 ６ ３ ▲３

前年度繰越金 9４ 9４ ０

合計 1,800,100 1,799,670 ▲４３０

費目
平成２５度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 摘要

助成金 1,800,000 1,799,670 ▲３３０

玉翠ホール
音響システム

1,300.000 Ｌ260.0Ｃ ▲４０，００

美術品輸送費 350,000 397,50 47,50

体育館鍛帳
設備保守点検

150,000 1４２，１７ ▲７，８３ 隔年

雑費 ０

次年度繰越金 1００ ▲１０

,△、 計ロ 1,800,100 1,799,670 ▲４３０



創立百周年記念玉翠会教育基金

平成２５年度収支決算書

(自平成２５年４月１日至平成２６年３月３１日）

ｌ収入の部 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額震科目 比較増減 摘 要

玉翠会会計より
繰入金

１ Ｃ ﾛ9

預金利息２ 4,830 2６４5,094

雑収入 寄付金３３件1,406,71Ｃ＄ 、 1,400710

前年度繰誠今 21,942,521 Ｕ４ 2１，９４２，５２１

合 計 1,406,97421,947,351 23,354,325

２支出の部 (単`位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

費巨 比i鮫増減 摘 要

生
生
生

年
年
年

３
２
１

(４名）
(５給）
(６名）

０／児１ ０ ｐ 0

奨学金 1,800,000 1,800,000 [0］

教育活動費２ ▲200,000200,000 、

雑費 残高証明書発行手数料9６ 5２５ 5２５

予備賛 ▲５０，０００50,000４ ﾛ

次年度繰越金 1,656,974

■
、

1９，８９６，８２６ 21,553,800

合 計 1,406,97421,947,351 23,354,325

財産目録

平成２６年３月３１日現在

普通預金百十四銀行

定期預金百十四銀行

1,553,800円

20,000,000円

1５

蕊科目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 摘要

玉翠会会計より
繰入金

０ ０

２ 預金利息 4，８３ 5,094 264

雑収入 1,406,710 1,406,710 寄付金３３件

４ 前年度繰越金 21,942,52 21,942,521 0

合計 21,947,351 23,354,325 1,406,974

費目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 摘要

奨学金 1,800,000 1,800,000 0

3年生（４妬）１０，０００/月
2年生（５給）〃
１年生（６名）ノノ

教育活動費 200,000 ▲200,000

雑費 525 525 0 残高証明書発行手数料

４ 予備賛 50,000 ０ ▲５０，０００

次年度繰越金 19,896,826 2lb553,800 1,656,974

合計 21,947,351 23,354,325 1,406,974



平成２５年度１２０周年記念事業特別会計収支決算書
（自平成２５年４月］日至平成２６年３月３１日）

収入の部 （単位１ 円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

議科目 比較増減 傭 考

１．１２０周年記念事業 ▲2,050,20714,500,00Ｃ 12,449,793

（１）玉翠会会計より 4,200,ＯＯＣ ▲３，４３９，７０７760,293

（２）記念誌関係 1,700,00Ｃ 1,373,000 ▲327,000 ＠1,000×1,373名

シ
０
０

会
金
ャ
叩
叩

糯
糯
獺
識
Ｅ
、
皿

511冊
526冊

（３）新聞縮刷版関係 1,200,ＯＯＣ 1,342,500 142,500

7,208,000

２５０，０００
516,000

１回目
２向目

（４）祝賀会関係 6,400,000 7,974,000 1,574,000

（５）サラト協賛金 1,000,000 1,000,000 9

2．広告収入 2,500,000 3,540,078 1，０４０，０７８

３．雑収入 4７ 210,865 2１０，８１８

前年度繰越金 1，５０１，２５３ 1，５０１，２５３ ﾛ

合 計 1８，５０１，３００ 1７，７０１，９８９ ▲799,311

２支出の割 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

費眉 比較増減 備考

１．１２０周年記念甑業 18,000,000 ▲３００，９５１17,699,049

（１）記念誌関係 3,300,000 ▲148,612 3,500冊印刷3,151,388

6,000冊・印刷107万
消費税、雑費
前編520冊
後編560冊

（２）資料室写真集関係 1,670,000 ▲544,4501,125,550

（３）新聞縮刷版関係 1,400,000 1,531,149 1３１，１４９

祝賀会8,602,598
Ｔシャツ490’000
支払システム５２，５００

（４）祝賀会関係 9,500pOC 9,145,098 ▲３５４，９０２

（５）教室,模型関･係 1,300,ＯＯＣ 846,773 ▲453,227

（６）広報関③係 630,ＯＯＣ 630,000 Ｈ

（７）文化祭関⑬係 ▲５５，４５９200,000 144,541

（８）広告手数料 、 357万円×30％＋消饗税Ｌ124,550 1,124,55Ｃ

２．雑饗 1,300 2,940 1,640

３．子備費 500,00Ｃ ▲５００，００００

次年度繰越金 Ｕ ０ ９

合 計 1８，５０１，３００ ▲799,3111７，７０１，９８９

1６

溌斜目 平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 備考

１．１２０周年記念事業 14,500,000 12,449,793 ▲２，０５０，２０７

（１）玉翠会会計より 4,200,000 760,293 ▲３，４３９， 0７

（２）記念誌関係 11700,000 1,373,000 ▲３２７ 0０ ＠1,000×1,373名

（３）新聞縮刷版関係 1,200,000 1,342,500 142, 0０
前編511冊
後編526冊

（４）祝賀会関係 6,400,000 7,974,000 1,574,000

祝賀会7,208,000

お祝金250,000
Ｔシャツ５１６．０００

（５）サラト協賛金 1,000,000 1,000,000 ０
720,0001
280.000２

國目
可目

２．広告収入 2,500,000 3,540,078 1，０４０，０７

3．雑収入 4７ 210,865 ２１０，８１

前年度繰越金 1,501,253 1,501,253

合計 18,501,300 17,701,989 ▲799,311

費目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 備考

１．１２０周年記念事業 18,000,000 17,699,049 ▲300,951

（１）記念誌関係 3,300,000 3,151,388 ▲148,612 3,500冊印刷

（２）資料室写真集関係 1,670’０００ 1,125,550 ▲544,450
6,000冊・印刷107万
消費税、雑費

（３）新聞縮刷版関係 1,400,000 1,531,149 1３１，１４９
前編５２
後編５６

冊
冊

（４）祝賀会関係 9,500,000 9,145,098 ▲354,902
祝賀会8,602,
Ｔシャツ490’
支払システム５２，

８
０
０

９
０
０

（５）教室,模型関･係 1,300,000 846,773 ▲453,227

（６）広報関係 630,000 630,000

（７）文化祭関係 200,000 144,541 ▲５５，４５

（８）広告手数料 ０ 1,124,550 1，１２４，５５ 357万円×30％＋消饗税

２．雑賀 1,300 2,940 1，６４

3．子・備費 500,000 ０ ▲５００，００

次年度繰越金 ０ ０ ０

合計 1８，５０１，３００ 17,701,989 ▲799,311



平成２５年度名簿製作会計収支決算書

（筒平成２５年４月１日至平成２６年３月３１日）

１収入の部 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額変科目 考比較増減 備

名簿代金＠４，８００
３，６５４名分

名簿売上金 16,320,ＯＯＣ 1７，５３９，２００ １，２１９，２０Ｃ

振込手数料充当１，６８０
利息４６４

雑収入 砿 2，１４４ 2,082

前年度繰越金 3,408,038 3,408,038 Ｕ

合

計

19,728,］００ 20,949,382 1，２２１，２８２

２支出の部 (単位円）

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

費目 比較増減 Ｉ術 考

名簿製作費16,001,76Ｃ
取扱手数料185,440
振込手数料８４０

名簿製作に係る
諸費用

14,967,260 1６，１８８，０４０ 1,220,780

本部会計へ
繰入支出

4,760,840 4,761,342 5０１

次年度繰越金 ０ ９ 、

合 計 1９，７２８，１００ 20,949,382 1,221,282

1７

費科目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 備考

名簿売上金 16,320,000 17,539』２００ 1，２１９，２００
名簿代金＠４，８００

３，６５４名分

雑収入 6２ 2，１４４ 2,082
振込手数料充当1,680
利息４６４

前年度繰越金 3,408,038 3,408,038 0

合計 １９’728,100 20,949,382 1，２２１，２８２

費目
平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

比較増減 備考

名簿製作に係る
諸費用

14,967,260 1６，１８８，０４０ 1,220,780

名簿製作費16,001,760
取扱手数料185,440
振込手数料８４０

本部会計へ
繰入支出

4,760,840 4,761,342 5０２

次年度繰越金 ０ ０ ０

合計 1９，７２８，１００ 20,949,382 1,221,282



香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金
平成25年度収支決算書

(自平成25年４月１日至平成26年３月３１日）

1．収入の部 (単位円）

平成25年度
予算額

平成２５年度
決算額澱科目 比較蝋減 摘要

雑収入 1,773 1,768 △５ 預金利息

前年度繰越金 8,956,121 8,956,121 Ｉ

合 計 8,957,894 8,957’889 ▲５

2.支出の部 (単位円〕

平成25年度
予算額

平成25年度
決算額

饗巨 比較増減 摘要

教育活動費 ０ [０ ０

雑費 5２５ 5２５ ０ 残商証明響料金等

次年度繰越金 ▲５8,957,369 8,957,364

合 iiI 8’957,894 8,957,889 ▲５

財産目録

平成26年３月３１日現在

百十四銀行

百-'一四銀行

普通預金

定期預金

97,364円

8,860,000円

1８

澱科目 平成25年度
予算額

平成25年度
決算額

比較増減 摘要

雑収入 1,773 1,768 △５ 預金利息

前年度繰越金 8,956,121 8,956,121 ０

合訓 8,957,894 8,957,889 ▲５

費目
平成25年度
予算額

平成25年度
決算額

比較増減 摘要

教育活動費 ０ ０ ０

雑費 525 525 0 残高証明響料金等

次年度繰越金 8,957,369 8,957,364 ▲５

合計 8,957,894 8,957,889 ▲５



監査報 告 書

私ども監事は、「玉翠会会計」「創立百周年記念玉翠会教育基金」「玉

翠会学校助成金会計」「香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基

金」「１２０周年記念事業特別会計」「名簿製作会計」の、平成２５

年４月１日から平成２６年３月３１日までの会計について監査し、

併せて決算関係書類の審理を実施した結果、適切にして正確である

ことを確認いたしました。

平成２６年５月１２日

-筏ﾋﾞﾆ騨懲
･･･..･･･｡￣・・・・･￣･￣･~~･･･．｡｡Ｃ････････ｳｰｰ゛・・．・・・･･････････････二・.･二．－．｡｡
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平成２６年度玉翠会事業計画（j案〕

事業名 会場雌臆

■
■
］

会計監査 ５階会議室月１２

■
、

校長室玉翠会会長・副会長会金

■
● １６

士 東海玉翠会第６回総会 名鉄グランドホテル５ １７

玉翠会理事会 1階会議室

士 玉翠会代議員会 玉翠ホール６ ７

玉翠会・ＰＴＡ合同懇親会 ﾘｰｶﾞﾎﾃﾙｾﾞスト高松

玉翠会教育基金運営委員会 校長室木６ ２６

徳島玉翠会総会 ｻﾞ･ク゛ランドハ゜レス徳島日 ２９ 日

士 玉翠会報第３５号発行７ ５

5 東京玉翠会総会７ 后 グランドフ゛ﾘﾝｽﾎﾃﾙ新高'輪

月 玉翠ホール第１回玉翠グローバルアカデミー(ＧＧＡ）

(株)451代表真鍋邦大氏(H9卒）

７ ７

文化祭 高松高校９ ６．７ 士．Ⅱ

士 関西玉翠会総会 太閤園１０ ２５

先輩講演会（第２回GGA）

NTTﾌｪﾛｰ守屋健弘氏(49卒）
「情報革命を楽しむ」（仮題）

体育館金１０ ３１

岡山玉翠会総会士 アークホテル岡山１１ １円

校長室玉翠会会長・副会長会２

卒業式 体育館金息 ６

2０

月 日 暇 事業名 会場

５ １２ 月 会計監査 ５階会議室

５ １６ 金 玉翠会会長･副会長会 校長室

５ １７ 土 東海玉翠会第６回総会 名鉄ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ

６ ７ 土

玉翠会理事会

玉翠会代議員会

玉翠会・ＰＴＡ合同懇親会

１階会議室

玉翠ホール

ﾘｰｶﾞﾎﾃﾙｾﾞスト高松

６ ２６ 木 玉翠会教育基金運営委員会 校長室

６ ２ }１ 徳島玉翠会総会 ｻﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ徳島

７ 土 玉翠会報第３５号発行

７

土 東京玉翠会総会 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽｉｌ１ﾃﾙ新衞輪

７ ７ 月 第１回玉翠グローバルアカデミー(GGA）

(株)451代表真鍋邦大氏(H9卒）
玉翠ホール

９ ６．７ 土・｢１ 文化祭 高松高校

１０ ２５ 土 関西玉翠会総会 太閤園

１０ ３１ 金 先輩講演会（第２回GGA）

NTTﾌｪﾛｰ守屋健弘氏(49卒）
｢情報革命を楽しむ」（仮題）

体育館

１１ １５ 土 岡山玉翠会総会 アークホテル岡山

２ 玉翠会会長･副会長会 校長室

３ ６ 金 卒業式 体育館



平成２６年度玉翠会会計収支予算書Ｃ案）

(自平成２６年４月１日至平成２７年３月３１日）

１収入の部 (単位円）

平成２６年度 平成２５年度 平成２５年度

鋼豐ＡＩ目 比較増減 摘 要

予算額 予算額 決算額

在校生（全I］制）
６００円×９２０名

卒業生（全日制）
１，０００円×２７８潟
卒業生（定・通）
２．８００円×４５発

玉翠会入会金１ 956,000 ▲１８，４００974,40Ｃ 963ｊ８０Ｃ

玉翠会会費仏 8,500,000 ▲1,000,00Ｃ9,500,000 8,148,900

名簿製作会計
からの繰入収入

$ 4,760,840 4，７６１，３４２

雑収入 利息等４ 5,665 2,363 3,302 213,827

収入合計 9,461,665 15,237,603 △5,775,938 14,087,869

前年度繰越金

原
口

16,442,735 13,865,397 ａ577,338 1３，８６５，３９７

合 計 ▲3,198,60025,904,400 2９，１０３，０００ 27,953,266

2１

蝿jごＩ目
平成２６年度

予算額

平成２５年度

予算額
比較増減

平成２５年度

決算額
摘要

玉翠会入会金 956,000 974,400 ▲１８，４００ 963,800

在校生（全1］lIill）
６００円×９２０名

卒業生（全日ＩｌｉＩ）
１，０００円×２７８名
卒業生（定・通）
２，８００円×４５名

２ 玉翠会会費 8,500,000 9,500,000 ▲1,000,000 8,148,900

３
名簿製作会計
からの繰入収入

4,760,840 4,761,342

４ 雑収入 5,665 2,363 3,302 213,827 利息等

収入合計 9,461,665 15,237,603 △5,775,938 14,087,869

前年度繰越金 16,442,735 13,865,397 2,577,338 13,865,397

合計 25,904,400 2９，１０３，０００ ▲3,198,600 27,953,266



(単位円）２支出の部

2２

費目
平成２６年度

予算額

平成２５年度

予算額
比較増減

平成２５年度

決算額
摘要

１本部運営費 7,600,000 7,700,000 ▲100,000 7,309,801

(1)玉翠会運営費 1,400,000 1,400,000 ０ 1,156,793 行政財産使用料等

(2)慶弔費 600,000 600,000 0 463,000

(3)玉翠会報発行費 4,000,000 4,000,000 0 3,959,969

(4)職員給与 1,600,000 1,700,000 ▲100,000 1,730,039

２支部運営費 1,200,000 1,250,000 ▲50,000 1,128,920

(1)支部総会お祝 400,000 450,000 ▲50,000 450,000

(2)支部総会旅費 800,000 800,000 ０ 678,920

３卒業生記念品料 120,000 120,000 ０ 110,544

４学校助成金 2,000,540 1,800,000 200,540 1,799,573

５備品充実費 500,000 500,000 0 401,400
･PC奥新(ﾈｯﾄ接続）

･ﾈﾌﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ

ﾙﾃﾅﾝｽ費用等

６退職積立金 100,000 ０ 100,000 ０

７１２０周年記念事業
準備費

4,200,000 760,293

８子備費 300,000 500,000 ▲200,000 ０

支出合計 11,820,540 16,070,000 ▲4,249,460 11,510,531

９次年度繰越金 14,083,860 13,033,000 1,050,860 16,442,735

合計 25,904,400 29,103,000 ▲3,198,600 27,953,266



平成２６年度玉翠会学校助成金収支予算書Ｃ案）

(自平成２６年４月１日至平成２７年３月３１日）

１収入の部 (単位円）

平成２６年度
予算額

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額蕊符目 比較増減 備

聿
言

助成金 2,000,540 1,800,000 200,540 1,799,573１

利息２ 3００ ６ 2９４ ３

前年度繰越金 ▲９４６ ﾛ 9４ 9４

計合 1,800,1002,000,840 ２００，７４Ｃ 1,799,670

２支出の部 (単位円）

平成２６年度
予算額

平成２５年度
予算額

平成２５年度
決算額

費目 比較増減 備 考

玉翠ホール空調機
更新工事積立金

2,000,000 1,800,000 200,000 1,799,670］

残簡証明書
発行手数料雑費 5４０ 、 5４０ ０2

次年度繰越金３ 3００ １００ ZI0m Ｕ

合

計

2，０００，８４０ 1,800,100 200,740 1，７９９，６７０

2３

蕊狩目
平成２６年度
予算額

平成２５年度
予算額

比較増減
平成２５年度

決算額
備考

助成金 2,000,540 1,800,000 200】５４０ 1,799,573

２ 利息 300 ６ 294 ３

３ 前年度繰越金 ０ 9４ ▲９４ 9４

合計 2,000,840 1，８００，１００ 2００，７４０ 1,799,670

費目
平成２６年度
予算額

平成２５年度
予算額

比較増減
平成２５年度
決算額

備考

玉翠ホール空調機
更新工事積立金

2,000,000 1,800,000 200,000 1,799,670

２ 雑費 5４０ ０ 5４０ ０
残簡証明書

発行手数料

３ 次年度繰越金 300 1００ 200 ０

合計 2,000,840 1,800,100 200,740 1,799,670



創立百周年記念玉翠会教育基金

平成２６年度収支予算書C案）

(目平成２６年４月１日至平成２７年３月３１日）

(単`位円）１収入の部

饗科目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減 25年度決算額 摘要

玉翠会会計より
操入金

Ｕ ﾛ ９I ０

預金利息 △８３０２ ４，ＯＯＣ 4,83Ｃ 5,094

雑収入患 ０ 0 Ｕ 1,406,71Ｃ

前年度繰越金 21,553,80Ｃ 21,942,521 ▲388,721４ 21,942,521

ｌ
‐合計 21,557,80Ｃ 21,947,351 ▲389,551 23,354,325

２支出の部 (単位円）

費目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減 25年度決算額 摘 要

奨学金 月10,000円×15余1,800,000 1,800,00ＣI ０ 1，８００，０００

教育活動費２ 200,00Ｃ 200,000 Ｈ 、

雑 費６ 認四 525 残高証明書発行手数料]５ 躯【；

予備賀４ 50,000 50,000 Ｕ 、

次年度繰越金５ 19,507,26Ｃ 19,896,826 ▲389,566 21,553,800

合計． 21,557,800 ▲389,5512１，９４７，３５１ 23j354h325

2４

饗科目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減 25年度決算額 摘要

１
玉翠会会計より
操入金

０ ０

２ 預金利息 4，００ 4,830 ▲８３ 5,094

３ 雑収入 ０ 1,406,710

４ 前年度繰越金 21,553,8Ｃ 21,942’５２１ ▲３８８，７２ 21,942,521

合計 21,557’８００ 21,947,351 ▲389,551 23,354,325

費目 26年度予算額 25年度予算額 比較増減 25年度決算額 摘要

奨学金 1,800,000 1,800,000 1,800,000 月10,000円×15名

２ 教育活動費 200,000 200,000 ０

３ 雑費 540 525 1５ 525 残高証明書発行手数料

４ 予備賀 50,000 50,000 0 0

５ 次年度繰越金 19,507,260 19,896,826 ▲389,566 21,553,800

合計 21,557,800 21,947》３５１ ▲389,551 23,354j３２５



香川県立高松高等学校甲子園出場記念教育基金
平成26年度収支予算書C案,

(目平成26年４月１日至平成27年３月３１日）

Ｌ収入の部 (単位円）

費科日 予算綴 摘 要

雑収入 預金利息1,76Ｃ

前年度繰越金 8,957,364

合 計 8,959,124

2.支出の部 (単位円）

賛 予算額 摘 要

言
室

教育活動賀 Ｈ

轡雑 5２５ 残高証明書料金等

次年度繰越金 8,958,599

△
ロ 計 8,959,124

2５

費科目 予算額 摘要

雑収入 1,760 預金利息

前年度繰越金 8,957,364

合計 8,959,124

費目 予算額 摘要

教育活動賀

雑費 525 残高証明書料金等

次年度繰越金 8,958,599

合計 8,959,124



高松高等学校創立１２０周年記念事業報告

祝賀会

９／７（土）高高文化祭１日目１６時～ＪＲクレメントホテル高松

１

会費８，０００円

出席者数９０７名

120周年記念誌

110周年記念誌以降の１０年間の記録(133p）１冊１，０００円

販売数）１，３７３冊

２

高高新聞縮刷版前編･後編

前編）Ｓ２２年～Ｓ３９年約３００ｐ

後編）Ｓ４０年～Ｓ６３年約３００ｐ

各１，５００円。前後編とも申し込む場合は２冊で２，５００円

販売数前編）５１１冊後編）５２６冊

３

5Ｆ玉翠会資料室収納物写真集（進呈）

名簿臓入者には名簿と一緒に送付

祝賀会参加者うち希望者に進呈

印刷数）６，０００冊

４

文化祭教室展示５

２教室にて、『「高中・県女」の部屋」と『「昭和・平成の高高」の部屋」

生徒が中心となって展示

昭和40年代の教室再現模型（1/10）をＬ３ｍｘＯ９ｍの大きさで展示

木製の椅子と机がつながっていた時代。

→玉翠会報にて報告

６シンボルマーク

卒業生（Ｈ２３卒清谷勇亮君)のデザイン

７会員名簿の発刊販売数）４，３９２冊

2６



香川県立高松高等高校創立120周年記念式典事業についての御報告

佐藤哲也

【事業報告】

内容 ①高松高校文化祭出展イベント「文化祭に行こう」

②香川県立高松高校創立120周年記念式典・懇親会

③平成卒業年度年次別２次会

①高松高等学校校内文化祭会場

②ＪＲクレメントホテル高松３階「玉藻＆飛天の間」

③同３階の各小宴の間全室

平成２５年９月７日土噸日

①１２時～14時30分

②１６時～１８時

③１８時３０分～２０時３０分

①文化祭会場（概算）目標100名

実績推定約200名

②式典会場（参加者総数）目標最大1000名最低800名

実績907名

③平成二次会（参加人数）目標100名

実積144名

場所

日時

最終参加人数

【総括】

こういったセレモニー事業に関しては参加者の方々の満足度に関しての客観的数値的な

計測は困難であり、果たして成功したのかそうではないのかは一概に決まるものではない

と思います｡130周年開催時において初めて120周年への冷静な評価が得られるでしょう。

一方、「祝賀会」という標題の裏で、玉翠会組織としての本事業の目的は「運営部隊の組

織を中心とした若手（Ｓ53年～Ｈ１３年）世代すぺての年次の活性化」にありました。

今までの若手世代に存在した年次年次での温度の高低差もかなり縮まったと思います。ま

た、年次を跨いでの情報共有も人的交歓も組織的に図れるようになりました。ただし長期

的視野から見るとこれらはすべて事業の前と後の比較だけの問題であり、理想とする形に

はまだ距離を感じます。

今回の事業での確かな収穫はただ一つ「次世代リーダーの育成と組織化」です。これに

関しては実質的に次回130周年の目途も立ったと信じております.

2７



玉翠会代議員会会場について

場所玉翠会館ホール（５階）

エレベーターまたは教務職員室前の階段をご利用ください。

お願い

（１）５階じゅうたんの部分は土足禁止ですので、ご協力ください。

(2)会場は下図のとおりですので、前から席を空けずに着席ください。

(3)校地内禁煙ですので、ご理解とご協力をお願いします。

ｿ

会場図

斌台議長席

□「可
マイクマイクマイ

｡

ク

“繩“繩繩啼蠅瞬辮

会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

朧事

監調

監事

吉
同
《
云

高
部

一
員
会

高
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部会

晩翠
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